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Ｑ 

あ
な
た
は
、老
後
の
生
活
に
つ
い
て
不

安
を
感
じ
ま
す
か

　

約
５
割
の
方
が｢

健
康
」に
、約
４
割
の

方
が
金
銭
的
な
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、老
後
の
生
活
に
望
む
こ
と
と
し

て
、「
趣
味
を
持
ち
の
ん
び
り
暮
ら
し
た

い
」（
73
・
２
％
）、「
健
康
の
維
持
・
増
進
に

努
め
た
い
」（
68
・
８
％
）が
多
く
挙
げ
ら

れ
、次
い
で「
で
き
る
だ
け
働
き
続
け
た

い
」（
29
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅳ 

緑
地
保
全
と
行
革
の
積
極
的
な
推
進
を　
〜
ま
ち
づ
く
り
と
行
財
政
改
革
〜

Ⅴ 

身
心
共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に　

〜
老
後
の
こ
と
〜

Ⅵ 

地
域
か
ら
始
ま
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り　
〜
防
犯
・
防
災
の
こ
と
〜

Ｑ 

仮
に
大
地
震
に
よ
り
、あ
な
た
が
被
災

し
た
場
合
、ど
の
よ
う
な
情
報
を
得
た
い

と
思
い
ま
す
か

　
「
食
料
や
水
な
ど
の
状
況
を
ま
ず
知
り
た

い
」が
７
割
以
上
で
し
た
。ま
た
、情
報
収

集
の
手
段
と
し
て
は
、「
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
」

（
89
・５
％
）が
最
も
多
く
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
す
る
」の
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ 

防
犯
対
策
に
つ
い
て
、ど
の
項
目
が
重

要
と
お
考
え
で
す
か

　
「
地
域
で
防
犯
対
策
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
」と
考
え
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

Ｑ 

あ
な
た
は
狭
山
市
に
ど
の
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
期
待
さ
れ
ま
す
か

　

多
く
の
方
が
、「
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」を
強
く
期
待
し

て
い
ま
す
。

Ｑ 

あ
な
た
は
狭
山
市
の
行
財
政
改
革
の

取
り
組
み
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

５
割
以
上
の
方
が「
知
ら
な
い
」と
回
答

し
て
い
ま
す
。市
民
の
方
へ
の
さ
ら
な
る

周
知
が
必
要
で
す
。

Ｑ 

あ
な
た
は
今
後
の
狭
山
市
の
行
財
政

改
革
の
取
り
組
み
を
ど
う
思
い
ま
す
か

　

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
を
含
め
、約
７
割
の

方
が
行
財
政
改
革
を
支
持
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

行
財
政
改
革
を
進
め
る
う
え
で
、特
に

必
要
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
は
何
で
す
か

　

約
半
数
の
方
が
、市
民
に
対
す
る
情
報

公
開
の
徹
底
と
考
え
て
い
ま
す
。

都市基盤
（道路など）
の充実 31.9％

無回答 4.6％

自然環境自然環境
（緑地など）（緑地など）
の保全の保全
6363.5％5％

働き・遊ぶと
ころ 9.1％

住むところ
 83.4％

無回答
7.5％

取り組みが
あることは
知っている
44.4％％

無回答 2.3％

具体的な取り
組みを知って
いる 2.1％

どちらかといえば推進
する必要がある 23.9％

積極的に推進積極的に推進
する必要があする必要があ
る 41.9％る 41.9％

あまり推進するあまり推進する
必要はない 2.9％必要はない 2.9％

推進する
必要はな
い 0.8％

わからないわからない
27.6％27.6％

無回答2.7％

望むまちづくりの姿は？

あなたにとって狭山市とは？
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市
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く
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民
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市民と協働のまちづくりを目指して

Ｑ 

あ
な
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

負
担
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
制
限
し
て
も
、利
用

者
の
負
担
を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
、と

い
う
方
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

Ⅶ 

市
の
取
り
組
み
…
現
在
の
満
足
度
・
こ
れ
か
ら
の
重
要
度

　

前
期
基
本
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
46

の
施
策
の
満
足
度
な
ど
は
、次
の
と
お
り

で
し
た
。（
そ
れ
ぞ
れ
上
位
３
つ
）

満
足
度
が
高
い
施
策

▼
上
下
水
道（
上
水
道
や
公
共
下
水
道
の

整
備
な
ど
）▼
資
源
リ
サ
イ
ク
ル（
ご
み
の

減
量
な
ど
）▼
市
民
文
化（
文
化
活
動
、国

内
外
都
市
と
の
交
流
な
ど
）

満
足
度
が
低
い
施
策

▼
駅
周
辺
の
整
備（
狭
山
市
駅
西
口
・
東

口
、入
曽
駅
東
口
の
整
備
な
ど
）▼
生
活
環

境（
水
質
・
大
気
・
交
通
な
ど
の
公
害
対
策
、

Ⅷ 

総
合
振
興
計
画
・
中
期
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
て

環
境
美
化
運
動
な
ど
）▼
道
路
・
交
通（
道

路
・
歩
道
の
整
備
、鉄
道
・
バ
ス
輸
送
な
ど
）

重
要
だ
と
評
価
さ
れ
た
施
策

▼
生
活
環
境
▼
社
会
保
障（
低
所
得
者
福

祉
、国
民
年
金
、介
護
保
険
な
ど
）▼
交
通

安
全（
交
通
安
全
、防
犯
対
策
な
ど
）

　

駅
周
辺
や
道
路
・
交
通
の
整
備
へ
の
満
足

度
が
低
い
と
評
価
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、生
活
環
境
や
社
会

保
障
な
ど「
安
全
・
安
心
な
環
境
で
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」を
重
要
だ
と
考
え
る
方

が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

狭
山
市
総
合
振
興
計
画
は
、市
政
運
営

の
指
針
と
な
る
重
要
な
計
画
で
、基
本
構

想
・
基
本
計
画
・
実
施
計
画
か
ら
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。平
成
18
年
度
か
ら
22
年
度
ま

で
の
５
か
年
を
期
間
と
す
る
、第
３
次
狭

山
市
総
合
振
興
計
画
の
中
期
基
本
計
画
の

策
定
に
当
た
っ
て
は
、今
回
行
っ
た
市
民

意
識
調
査
、ふ
れ
あ
い
市
民
懇
話
会
、そ
し

て
中
期
基
本
計
画
策
定
市
民
会
議
な
ど
に

よ
り
、市
民
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
た

計
画
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。そ
し
て
、「
元

気
な
狭
山
を
み
ん
な
で
つ
く
る
」た
め
、市

民
皆
さ
ん
の
参
画
を
得
な
が
ら
、市
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
、市
政
に
つ
い
て
思
う

●市のビジョンがだれの口にものぼるような、明確化と浸透を期
待する ●前の計画を達成できなかったことが悪いことではなく
「なぜ達成できなかったか」を反省することが次のステップにつ
ながるのでは ●「住むまち狭山市」「子育てのまち狭山市」との評
価を得られるような市政運営を期待する ●民間企業の経営管理技術、品質管理技
法を導入するべき ●数年先を見通した予算編成を行い、必要ないものは先送りす
るべき ●少子化の歯止めへの施策が見えない ●高齢者がいきいきと働き続けら
れる環境づくりや支援策を強化してほしい ●犯罪のない明るいまちづくりを願
う ●地元企業を優遇して地産地消の経済流通を （会場アンケートを含みます）

狭山市で初の試み!

中期基本計画策定市民会議を発足

　市政運営の指針となる「狭山市総合振興計画」に基づ
き、5年ごとに策定される「基本計画」。現行の前期基本計

画が平成17年度で終了することに伴い、市では、中期基

本計画の策定に向けた「中期基本計画策定市民会議」を設

置しました。これは、市で初の試みです。今後、市民皆さん

から公募して選出された委員の皆さんが、基本計画の策

定に向けて、市民の意見を取りまとめた提言書を作成し、

市民参画による計画づくりを行います。

こ
と
、将
来
の
狭
山
市
の
た
め
に
考
え
る

こ
と
な
ど
、ぜ
ひ
、皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
声

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、調
査
の
結

果
を
ま
と
め
た「
狭

山
市
民
意
識
調
査
報

告
書
」は
、９
月
27
日

㈫
か
ら
市
役
所
２
階

行
政
資
料
室
、図
書

館
、地
区
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
、出
張
所
な
ど
で
閲
覧
で
き
、市
の

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
政
策
企
画
課
へ 

内
線
７
１
３
２

市民の負担を市民の負担を
増やさないよ増やさないよ
う行政サービう行政サービ
スを制限するスを制限する
 54.1％ 54.1％

その他 6.2％

わからない 14.3％
無回答 3％

行政サービスを充行政サービスを充
実させるために市実させるために市
民の負担増は仕方民の負担増は仕方
ない 22.4％ない 22.4％

声

狭山市民意識調査報告書

平成17年9月
狭 山 市

狭山市民
意識調査

報告書

平成17年
9月

狭 山 市


